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塾 二重星の話（皿）
稻　葉　通　義

　L　センタウル座Ct星・

　之の星は吾々に最も近V・恒星として知られてみるが，二重星史の初期たる

1689年の12月にインドのRichaud師に依って議見せられた，光度O．33と1．70

等級の二重星である．測微臣に依る正確な観測は1834年に小Herschelが行

ったのが最初であるが，子午環に依る観測はLacailleが銑に1752年に行っ

てみる．後者の観測はθ＝217度，ρ・＝・20．54秒に相取するが，之の値は軌道

要素から導いた値とよく一致する．’更にヘリオメ1タiや寓眞でも観測され，

最も屡々観測せられ，種々の事柄のよく知れてみる連星系の一一つである．之

等の観測から求めた見掛の楕圓を第4國に示す．

　之の圖を見ても明かな様に軌道面は非常に傾いてみる．計算の結渠之の傾

斜角は80度近くである事が判った．一般の連星に於て，傾斜角が判ってもそ

れに鷹｛する軌道面には2種あって，何れとも決定出來ないのが普通である．

2種とは，例へば圖に満て近星窯が紙面の上側にあっても，下側にあっても，

それが80度の傾であるならば，そして他の軌道要素が同じであるならば，第

4固と全く同一の見掛の楕圓となるからである。所が1go4年の秋にWright

が分光器で観測した所に依ると，俘星が吾々に近附きつNある事が知れた．

從って，圓に依って明らかなる如く，交黙（25度）に：於ては俘星は遠去かるわ

けでe．傾斜角の定義に依り符號は正，EPち＋80度と決定既判たのである．斯

く符號迄決定された連星系は極少しで，全軍の1割位ひしかない．

　更に之の星の覗差はWrightの研究に依れば0．73秒となり，之れは4．5光年

に相當する．自ロち之の星と太陽との距離が知れたので，其丈けの距離の彼方

で17秒除に見える長乙ド径の實際の長さは36億粁である事が計算から求められ

る．更に進んで離心率が0．52であるから，爾星問の實距離は近星窯に於いて

は12天文軍位，遠星難では37天文軍位の距離iである事も亦簡軍に計算出回る・

之の距離を吾太陽系と比較してみると，近星鮎では太陽から土星品位ひの距
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離であり，遠忌瓢では冥王星温位ひとなる．即ち覗差が判った御蔭で軌道の

大きさが實距離で言ひ表はせる様になったのである．所が斯く爾星聞の實距

離が分ると，更らに進んで，主艘爾星の質量の和が計算出來るのである．斯

くて求めた之系の質量は太陽の2．2倍となった．2個の星の質量の和が太陽の

約2倍であり光度が二二似てみるから個々の星は大外太陽と同じ位ぴの質量

であらうと想像する事が出來る．併し之は軍なる想象であって，實際に各々
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の質量を求めやうと思へば，之系の蚤心に封ずる爾星の距離の比を知らねば

ならぬ．共の忌めには之星の固有言動を槻弓すればよv・のであって，こうし

て求めた斗星の質量の比は49封51である事が分つた，從って各個の質量は夫
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々太陽の1．12倍，1．08債となり想像通り殆んど太陽と同じであった・更らに主

星の分光型は太陽と殆んど同じG型（詳しく言へばG6型，太陽はGO型）で

あり，件星のは少し晩期のK：4型である．光度や分光型等から推定：すれば，

爾星の大さや，密度も大回太陽と似たものと思はれる．

　天に輝やく無数の恒星が吾が太陽と同種類のものである事は斯くして分っ

て來たわけで，殊に之のセンタウル座α星の如きは太陽に酷似した2個の天

燈である事が明らかにせられた次第である．帥ち，二三に於ける二二は，恒

星と其れを公弊する遊星との關係ではなくて，2個の恒星が三星の重心の．周り

をお互に週干してみるもので，從って吾が太陽系とは杢然趣を異にした系で

ある・だから，太陽は唯一・と考へる事は吾人の世界に於ては成立するが，太

陽が2個或は3個ある世界も決して珍らしいものでなV・事を教へられたわけで

ある．

　次に之の系の固有連動は毎年3．688秒（角度）であって，4．5光年の彼方で之

れ丈の移動をなす事は，1秒間に23粁の速さの蓮動に相回する・更に覗線速

度の研究は毎秒22粁の速さで吾人に近付きつつある事を示す．故に之の爾者

を組合せると，之の系の室間を進む三際の速度が求められる，之の室聞に封

ずる速度は毎秒32粁である．從って，斯る速さで進む之の系は，1年聞に，太

陽地球問の約7倍の距離を進む事になり，且つ之れは吾が太陽系が室間に封

ずる速度よりも約6割大きい事になる．

　2．シリウス星・

　吾が太陽系に於いて，天王星の蓮動が一種の系統的誤差を示した事から研

究を進めて，違に海王星の三見となった様に，連星の揚合にも之に似た，観

測と理論とが如何に進歩してみるかを示す藪例がある．共の一例としてシリ

ウス星の事を述べてみやう．

　1834年に　：Besselが基本恒星の位置を調査してみる際に，之の星が時代に

依って週期的に愛化し，其の値は僅かではあるが槻測誤差としては庭理出來

ない事に氣が付いた．6年後に彼は更にプロシオン星も亦類似の楚化を示す

事を知り，之等を纏めて其等の原因は共に未磯見の三星が此等の星に引力を

及ぼしてみる爲めに相異ないと論じた．併し三時一般の天文學者は彼の誼を
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信ぜす，殊にW．Struveは大V・に反労したのであるが，1851年に到って1）eters

は之の星の子午環観測の結果から，件星の存在に同意し且つ之の未知の件星

の軌道を計算してe＝O．56なる離心率を有し，週期は49．42年であり，且つ

近星顯通過の年は1792．82年であらうと結論した．更に10年後にSaffordも之

の星を研究して，件星の位置は1862．1年に絶ては83．8度の位置角であらうと

言ってみる・併し最も完全な研究をなしたのはAuwersであるが，彼の研

究が獲表せられる前に，米國でユ862年一月31日にAlvan　C】arkが，當時世界

最大の屈折鏡として自己の製作せるディアボ1ン天文毫の46糎望遠鏡を試験

するため，シリウスに向けた所，圖らすも8．5等級の件星を獲見したのである．

そしてBondが観測した所に依るとSafflordの豫言は適中して，1862．19年

に於いて位置角84・6度で距離10．07秒の揚所に俘星があったのである．更に後

　　　　　　　　　　　　　　第　　5　圖
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年に到って数多の観測から求めた軌道要素はPe〔ersの豫言の通りで，離心華

e　・＝　O．59で週期は49．76年であり，近星瓢通過は1794．56年であった事が判った，

斯くしてBesselに四って嚢見せられた謎は完全に解き得たわけである．

　所が此虞に叉た圖らすも第2の謎が現はれた．之の謎は1921年に，件星の
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軌道を計算してみたMeyermannに依って指摘されたのであって．彼の研究

に依ると之の俘星の蓮動も亦僅かではあるが週期的攣化を示し，計算から求

めた推算位置と三際の観測位置との閥には，位置角で1度，距離で0．2秒程度

の和違があり，之の原因は未現見の第2の件星の爲めであって，共の週期は

約5．5年であらうと彼は創高してるる．併し之の圭星は何分にも杢天第一の光

輝であり，件星の光度は微弱であって，槻測は誠に困難な星であるから，之

の程度の相違は観測誤差と考へても差支へない位ひで，當時彼の論を顧みる

人は殆んどなかったのである．

　然るに1926年二月4日にジ。ハネスバiグのInnesが68糎望遠鏡で之のシ

リウス星を見た所が，泣面即ちB星の傍に12等級の示威を獲面した．即ち

之れはC星と名付く融きもので，BC歴青間のθやρを観測したvan　den

BosやFinsenの材料から▽oronovが昨年計算した所に依ると，週期は

Meyermannの雨気の丁度牟分たる2．8年で，　e＝＝O．5，隠忍径は1．4秒となった

が，併し之の軌道要素は未だ確かなものとは言へない．ところが不思議な事

に之の天文豪以外の所ではC星は全然認められてみない．從ってC星の存

第　6圖
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民を疑ふ人が相當に多い．

　拐て之の星の硯差は0．376秒として知られてみる，帥ち

約9光年弱の距離であって，太陽からの距離が分れば，セ

ンタウル座α星の所で述べた様に種々の事柄が判って

來る．ETpちA星（主星）とB星との問では，近星難に於V・

ては太陽一土星閻よりも2割遠く，直証鮎では太陽一海

王星位ひの距離となる．又たBC爾星点では未だ軌道要

素も確かでないが前記の値を用ふると，近星黒目で太陽一

火星，遠島鮎で太陽一木星位ひとなる．更に質量は，太

陽の質量を躍位にとると，A星が2．56倍，　B星が0．70倍，

C星が0．04倍位ぴとなる．

　A星の光度は一1．58等級で，B星が8。5等級，　C星は約

11．5等級であって，A星の光輝はB星の約1萬倍，　C星
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の約17萬倍に相渇する．此庭で特に問題になるのはB星で，A星との光輝の

差大なるに關はらす質量は大して遠はない事であって，Eddingtonの研究に

依るとB星の李均密度は水の約60000倍，つまりそれは僅：か3糎立：方の容積の

重さが貨物自動車1壼位ひの重さになる勘定である．斯くて之のB星は白色

爆星と名付けられ，L主系列「から離れた一階梯にある急なる事が判って來た

のである．尚之の星の理論的研究では荒木俊馬三士の論文がZeitschrift飯

Astrophysik第8春並に第9巻に乱せられてある．

　5．カペラ星

　元三之の星は分光連星である．1899年にCampbeIiとNewallとが各々軍

猫に分光連星として獲上したもので，ユ901年には分光軌道要素がReeseに

依って計算せられた．それより少し前にNewallは之のカペラ星は分光連星

ではあるが，測微観測つまり實幌二重星としても観測高上るだらうと言ふ興

味ある回想を獲表した．そこで此れを確かめる可くDysonとLewisがグリ

＝チ天文東の71糎望遠鏡で1900年四月4日に観測した所に依ると，三星は確

かに二一の星には見えすに幾らか延びた二二である事を三人共認めたのであ

る．且つ色々の接二二やフィルタ】等使用して之の星像の延びはO．1秒程度と

判った．併し，それから十月10日まで同天文墓の槻記者達が熱心に観測を績

けたにも關はらす，途に角距離を測定する事は出來すに終った．が，之の星

像の延びの位置角は軌道要素の週期104日に三って攣化する二丈けは確かめ

る事が出來たのである．

　然るに1922年に到って，ヰルソン山天文豪のL百ilポ1望遠鏡に干渉計を付け

て，Anderson並にMerrillが二重則した所，角距離が0．05秒程である事が牛llつ

た．此虚で始めて實硯槻測にも成功したわけで，二って之の星は一方に於v・

て分光連星であり，他方にては實覗連星でもある所の誠に興味深い星である

殊に分光，實硯爾方面から夫々異った観測材料があるため，軌道要素や覗差

等が甚だ正確に知られて來たのである．

　帥ち實硯連星軌道から傾斜角が知れた爲め，分光軌道から爾星聞のZF均距

離がユ26600000俗なる事が41Uつた．（此の距離は太陽一地球聞の距離の0．847倍

に亭亭する．）從って之れが角距離0．0536秒に見える爲めには晶晶は0・0632秒
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なる発きであって，三角硯差による0．075秒，及び分光硯差に依る0．076秒は

よく一致してみると言へる．更に質量は三星の和が太陽のそれの7．5倍であっ

て且つ爾星の質量の比は1．26封1であるから夫々は4，18倍及3．32倍である事が

知れる．

　更に主星（A星）の直径は太陽のそれの13．74倍，從ってZド均密度は太陽の密

度の2000分の1となる．叉，表面温度は5200度で中心温度は9000000度に達す

る事等も制って來た．

　斯く述べて來ると二重星は凡て何事も詳しく知り審されてるるかの様に思

はれるが，事實は決してそうではなく，種々の事柄の知れてみるのは極く僅

かの星に限られてみるのであって，到る虞に観測材料の不足が告げられてみ

る現歌である・從って今後は一般の二重星の位置角や距離の観測は勿論の事，

特に連星と判明した系の軌道運動や固有連動，潮差，スペクトル，光度等の

槻測が益々重要親されてるる次第である．（終）
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